
図１ 神奈川の総人口の推移 
 

         
 

神奈川県の概況  総人口は着実に増加の一途をたどってきており、2010年人口(国勢調査)は、
9,048,331人で全国２位となっている。 
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 総人口 ： 9,048,331人 

全国２位 

（総務省「国勢調査から作成） 

資料３－２ 



図２ 神奈川の将来推計人口 

神奈川県の概況  県の人口推計では、2018年に913.4万人でピークを迎え、その後減少していく
ことが見込まれている。 
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  国勢調査実績：2010年、904.8万人   
 
  低位推計：2015年、908.3万人でピーク 
  中位推計：2018年、913.4万人でピーク 
  高位推計：2020年、920.7万人でピーク 
 
  （前回推計：2019年、903.1万人でピーク） 

（神奈川県政策局作成） 



図３ 年齢３区分別の人口推計 

神奈川県の概況  今後、年少人口と生産年齢人口が減少する中で、老年人口の増加が予測さ
れている。 
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※2010年までの実績値は国勢調査結果。 

※年齢３区分別の割合は、年齢不詳を除いて算出している。 

 

（神奈川県政策局作成） 



神奈川県の概況  神奈川県の2040年時点での75歳以上の人口は、数では東京都に次いで全
国２番目、伸び率では沖縄県に次いで全国２番目となると予測されている。 

図４ 都道府県別75歳以上人口の伸び率（2015年→2040年） 
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神奈川県の概況  増加傾向にあった世帯数は、2030年頃にピークを迎えると予測されている。単
独世帯が増加しており、特に高齢者単独世帯の増加が見込まれている。 

図５ 世帯の動向 
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（県政策局作成） 

実績 推計 

※2010年までの実績値は国勢調査結果。 



図６ 地域政策圏別の人口推計 

神奈川県の概況  三浦半島地域と県西地域においては、すでに人口減少が始まっているが、それ
以外の地域でも順次人口がピークに達すると見込まれている。 
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・実線、ゴシック体が実績値、点線、明朝体が推計値 
・     は、各地域圏の人口の最大値 
・2010年までの実績値は国勢調査結果 （神奈川県政策局作成） 

＜地域の内訳＞ 

○ 川崎・横浜地域圏 川崎、横浜の各市域 

○ 三浦半島地域圏 横須賀、鎌倉、逗子、三浦の各市域、葉山町域 

○ 県央地域圏 相模原、厚木、大和、海老名、座間、綾瀬の各市域、愛川、清川の各町村域 

○ 湘南地域圏 平塚、藤沢、茅ケ崎、秦野、伊勢原の各市域、寒川、大磯、二宮の各町域 

○ 県西地域圏 小田原、南足柄の各市域、中井、大井、松田、山北、開成、箱根、真鶴、湯河原の各町域 

 



図７ 市町村別人口の増減状況（2005年→2010年） 

神奈川県の概況  三浦半島地域・県西地域において、人口減少している市町村が目立つ。 
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（総務省「国勢調査から作成） 

350万人以上 横浜市(3,688,773)
100万以上～350万人未満 川崎市(1,425,512)
50万以上～100万人未満 相模原市(717,544)
30万以上～50万人未満 横須賀市(418,325)、藤沢市(409,657)

10万以上～30万人未満

平塚市(260,780)、茅ヶ崎市(235,081)、大和市(228,186)、
厚木市(224,420)、小田原市(198,327)、鎌倉市(174,314)、
秦野市(170,145)、座間市(129,436)、海老名市(127,707)、
伊勢原市(101,039)

10万人未満

綾瀬市(83,167)、逗子市(58,302)、三浦市(48,352)、
寒川町(47,672)、南足柄市(44,020)、愛川町(42,089)、
大磯町(33,032)、葉山町(32,766)、二宮町(29,522)、
湯河原町(26,848)、大井町(17972)、開成町(16,369)、
箱根町(13,853)、山北町(11,764)、松田町(11,676)、
中井町(10,010)、真鶴町(8,212)、清川村(3,459)



図８ 県内の外国人数、定住外国人の割合の推移 

神奈川県の概況  県内の外国人数は2009年をピークに減少傾向にあるが、定住外国人割合は
増加傾向にある。 
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（外国人数は県県民局調査、定住外国人数は法務省「在留外国人統計」より作成） 

※ 外国人数は2011年度までは外国人登録法に基づく外国人登録者数、2012年度以降は住民基本台帳上の外国人数 
※ 定住外国人：永住者、日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、定住者、特別永住者の合計 



図９ 県内製造業の事業所数の推移 

神奈川県の概況  製造業の事業所数は減少傾向にあり、特にリーマンショック以降の減少が顕著
となっている。 
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（「神奈川県工業統計調査」より作成） ※ 2013年は速報値 



図10 入込観光客数の推移 

神奈川県の概況  県内を訪れる観光客数は東日本大震災の影響から着実に回復し、横浜、鎌
倉、箱根の主要観光地を中心に増加している。 
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（「神奈川県入込観光客調査」より作成） 

注1 上表中〔延〕は〔延観光客数〕、〔日〕は〔日帰り客数〕、〔宿〕は〔宿泊客数〕を、（ ）内の数値は〔対前年増減率（％）〕をそれぞれ示す。
2 横浜・川崎地域（横浜市、川崎市）、三浦半島地域（横須賀市、逗子市、三浦市、葉山町）、湘南地域（平塚市、鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町、大磯町、二宮町）、箱根・湯河原地域（小田
原市、南足柄市、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町）、丹沢・大山地域（秦野市、厚木市、伊勢原市、中井町、大井町、松田町、山北町、愛川町、清川村）、相模湖・相模川流域（相模原市、
大和市、海老名市、座間市、綾瀬市）のそれぞれの地域を示す。

3 平成14年から大和市が、平成15年から開成町・中井町・大井町が、平成16年から綾瀬市が本調査を実施した。
4 平成21年に相模原市が合併に伴う調査地点の見直しを実施している。



図11 神奈川県の面積 

神奈川県の概況  神奈川県は全国で５番目に小さい都道府県であり、北海道の約1/35の大き
さである。 

（神奈川県政策局作成「わたしたちの神奈川県(平成26年度版)p.23） 



図12 土地利用現況（2005年 平成17年） 

神奈川県の概況  丹沢山地・箱根山地は、山林を中心とする自然的土地利用となっており、農
地は、三浦半島と相模川や酒匂川沿いの平野に多く分布している。 



神奈川県の概況  羽田空港から横浜への所要時間は、鉄道で20分、バスで35分であり、成田空
港から横浜への所要時間は、鉄道で75分、バスで85分となっている。 

図13 首都圏空港の近接 

第７回 東京圏における今後の都市鉄道のあり方に関する小委員会資料 



図14 神奈川の道路交通網 

 神奈川県の概況  県内の道路延長は、国道・県道・市町村道をあわせて２万5,590㎞（平成
26年４月現在）。 



図15 神奈川の鉄道交通網 

 神奈川県の概況  県内の鉄道は、平成26年３月31日現在で、ＪＲが13路線、駅数110駅、
民鉄が23路線、駅数235駅、横浜市営地下鉄が、駅数40駅。 



図16 エリア区分のイメージ 

 神奈川県の概況 
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 施策エリアの区分は、３政令市と４エリアの他、海沿いをシープロジェクトエリ
ア、山沿いを丹沢・大山ラインとして設定することが考えられる。 


